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　校友会山桜会の皆様には、日頃より本校の教育活動の推進にご支援
を賜り心より感謝申し上げます。
　先ずは、本校南館（中学校棟）の改修工事が終了し、10月26日から美
しくリニューアルした校舎で生徒は気持ち良く勉学に励んでおります。この
たびの改修では、外装、屋上防水、内装に加え、1階に和室（作法室）を
設けました。今後、主に茶道を中心に生徒たちが日本文化に触れる学習
機会を設けたいと考えております。

 　 　 　 

　さて、今回は本校の学校行事の一部を紹介させていただきたいと思います。
第64期生は10月30日から11月2日までの3泊4日で沖縄へ学習旅行へ
行ってきました。“南国沖縄”。大阪との気候の違いを実感しました。滞在
中にたびたびスコールのような雨にあいました。さっきまで強い陽射しを受
けハンドタオエルで汗を拭ってバスに乗り込み、動き出した瞬間に大粒の
雨。学習地点や観光地では雨は上がっていたことは幸いでした。
　1日目の夜、比嘉よし子さんの戦争体験のお話をお聴きしました。1925
年（大正14年）、読谷村生まれの86歳の方でした。高齢とお聞きしていま
したので、正直、不安もありましたが、講話の前に少し本校のことを紹介し
お話をさせていただいて、あまりにも明瞭なお話に驚きました。沖縄第一高
等女学校を卒業され学校の教員をさていたとのことでした。
　「昭和20年読谷村から山原（ヤンバル）へ疎開している途中、母と川辺
で顔を洗っていました。顔を上げると米兵が立っていました。母は、私に向
かって“ナビノヒスグ＊”「かまどのススを顔に塗りなさい」“クビカレナイデ＊”
「連れて行かれないように」、と言ったのです。「ガマの中では、敵に見つか
ることを恐れて、母親が泣き止まない自分の赤ちゃんの口と鼻を押さえて
窒息死させたのです」「これが、人間のやることですか」「戦争が人間を人
間でなくするんですよ」・・・様々な体験を語っていただきました。

　また、弟さんは14歳で予備通信隊員として戦地にあり、手榴弾で自決さ
れました。その遺書を大きく模造紙に書き取ったものを涙して読んでくださ
いました。「あなた達の1歳上のお兄ちゃんが書いた遺書ですよ」。私は文
書を正確には覚えていませんが、“これが最後の手紙になると思います。
私は元気で過ごしています、ご安心ください。・・・お母さん、お姉さん、弟に、
くれぐれもおばあさんを大切にしてください・・・”、このような内容だったと思
います。（後で聞いたのですがお父様はアメリカに出稼ぎに行っていてア
メリカで捕虜収容所に入れられ、戦後帰国されたそうです。）「命は一つ。
二つ無いのよ！」、「平和を大切にしないといけないよ！」、と、全身で生徒に
語っておられました。言葉や文書では語りつくせない重い一言一言でした。
生徒たちは、本当に神妙に聴いておりました。涙している生徒もおりました。
比嘉さんは大正区に友達がおられ大阪に来られることもあるということで、
「是非、学校にお寄りください」と申し上げると、大層喜んでおられました。
「本当にお行儀のいい生徒さんですね」とお褒めの言葉を頂き、少々気恥
かしい思いをしました。

　翌日は、クラスごとに艦砲射撃を避け
て避難生活をしていたガマ内でガイドさ
んからの当時の悲惨な生活実態の話をお聞きしました。
　翌日は班に分かれ１日民家でお世話になりました。最終日、学年企画と
して、糸満市公設市場で現地の「糸満自慢博覧会」実行委員会とのタイ
アップで市場ウオークラリー〝まちぐゎ～散策クイズ〟を行いました。生徒の
活動の様子の写真入りで11月５日の沖縄タイムズに掲載されました。
（注）「＊」：私に聞こえた音をそのまま活字にしたものです。
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